
1 
 

地球環境ユースサミット 2025 in KYOTO 募集要項（中高生対象） 

地球環境ユースサミット 2025実行委員会 
企画の目的 
持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けた一つの区切りである 2030 年が近づいています。2030 年におけ

る SDGs の各ゴールの達成や 2050 年を見据えた持続可能な社会の形成のためには、社会問題の構造を見抜き、
解決策について対話・議論・吟味し、実行に移していくことができる人材が求められています。そこで、京都超
SDGs コンソーシアムでは、次世代を担う中高生の育成に取り組むため、2020 年から開講した「京都大学 SDGs
リーダー育成プログラム」を発展させ、対象を世界中の中高生に拡大して「地球環境ユースサミット in KYOTO」
を開講しています。2023年 3 月に「地球環境ユースサミット 2023 in KYOTO」を京都市京北地域にて開催し、
2024年には「地球環境ユースサミット 2024 in KYOTO」として、オンラインでの年間プログラムと京都府宮津
市での実地サミットを実施し、日本のみならず海外からの参加者も交えた対話を行いました。 
本年度（2025年度）の「地球環境ユースサミット 2025 in KYOTO（YS2025）」は、「2025 大阪・関西万博」

や「けいはんな万博 2025」も契機としつつ、ユース発の実際のアクションを多数創造することを目指します。国
内外の中高生を対象とした年間のプログラムでは、英語を積極的に使うことを推奨している他、各界の多様な先
輩の支援を受けながら、アイデアを机上で留めることなく実践に移していきます。本プログラムを通して、グロ
ーバル社会において自身が周囲と連携して成し遂げたいことを伝え共感を得る力や、それを実現するスキルを身
に着けた人材の育成とネットワーキングを行います。未来のリーダー候補が、多様な社会問題について考えを深
め、発信する力を身に付ける場となることを期待しています。 

 
実施概要 

YS2025 は、英語のコミュニケーション能力の向上および本講座に向けた知識の習得を目的とする「導入講座」
（参加任意）と、グループで対話を展開する「本講座」の 2 部構成で開催します。 

 
【導入講座】参加任意 

2025 年 2 月から 3 月の間に 3 回、Zoom を用いたゼミ形式のディスカッションを行います。英語への親しみ
を深めるとともに、SDGsに関する知識を養うことを目的としています。事前に講義動画(英語)を視聴した上で、
幅広く SDGsに関連した話題について英語を中心としたディスカッションを実施する予定です。 
 
【本講座】 

3月-10月
本講座

8/4-8/6
けいはんなサミット

最終発表
6-7月

グループワーク
3-5月

ディスカッション

2月-３月
導入講座

ディスカッション動画視聴

【概要】Zoomを用いたゼミ

＜目的＞
①本講座に向けて英語に親しむ
②SDGsに関する知識を養う

• 事前にSDGsに関する動画を
視聴

• ディスカッションを実施
（日本語・英語）

【概要】ディスカッションと少人数グループでのグループワーク

＜目的＞
①グループでの議論に向けて講座に参加して意見交換をし、視野を広げる
②少人数グループで課題を設定し、話し合いを重ねて提言を検討する
※大学生・院生・留学生等がメンターとして各グループワークを補助

• グループワークの成果を2025年夏のけいはんなサミットにて改良
• けいはんなサミット終了後、意見をまとめ、提言として最終発表する
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2025 年 3 月から 2025 年 10 月にかけて、Zoom を用いて少人数グループでディスカッションを行うグループ
ワークを行います。各グループで持続可能性に関するテーマを 1 つ設定し、そのテーマを半年間かけてじっくり
議論し、アクションを考案します。途中、8 月 4 日～6日には、けいはんな学研都市にて「けいはんなサミット」
と題した実地サミットを開催します。ここで各班の議論の成果を持ち寄り発表するとともに、けいはんな学研都
市地域での視察や学びを得ることで、さらなる議論の深化を目指します。10 月には、その最終的な成果を共有す
るための最終発表会をハイブリッド形式で実施します。 
更に、本講座終了後も各班の議論内容を継続的に発信・提言していくことを予定しています。詳しくは地球環

境ユースサミット 2023の事例等（https://eco.kyoto-u.ac.jp/sdgs/kyoto-times/4516/）をご覧ください。 
 
対象 
①応募時に中学 3年生、高校 1 年生、２年生（※中等教育学校の場合は３～５年）＊日本国外からも参加可能 
②次世代のリーダーの在り方、環境問題や SDGsに関する活動に興味関心のある方 
③オンラインゼミ（Zoom を利用）に参加できる環境を用意できる方 
＊大学生以上の方は、メンターとして参画いただけます。詳しくは、登録フォームをご覧の上、応募ください。 
メンター登録フォーム：https://forms.gle/UXdo5ACoiVendGft7 

 
応募の流れ 
ウェブサイト（https://kyoto-youthsummit.com/entry/）から必要事項を入力し、参加申し込みをしてください。

「導入講座」・「本講座」はどちらも同じフォームから申し込みいただけますが、申込期限が異なります。 
【導入講座の申込について】 
  導入講座の初回は 2025年 2 月に開催しますが、導入講座初回開始後の申込・参加も可能です。 
 途中の回から参加する場合は、参加したい日程の 3日前までにお申し込みください。 
【本講座の申込について】 

本講座の募集締め切りは 3 月 22 日(土)です。なお、本講座募集時には事務局による選考を実施し、後日採
否を通知させていただきます。応募者多数の場合には、導入講座に参加した応募者を優先する場合があります。 

 
開催日時（日程や内容は今後変更になる場合があります） 

日時 概要 内容 
2/8(土) 

13:00-15:00(UTC+9) 
導入講座説明会 
使用言語：日本語 

①導入講座の説明 
②地球環境ユースサミット 2024 の参加者との交流会 

2/16(日) 
13:00-15:30(UTC+9) 

第 1回導入講座 
使用言語：日・英  

①2024 の外国人参加者を中心とした発表 
②ディスカッション 

3/2(日) 
14:00-16:30(UTC+9) 

第 2回導入講座 
使用言語：日・英  

①大学生またはゲストスピーカーによるプレゼン 
【テーマ：2030 年からの SDGs】 
②ディスカッション 

3/15(土) 
14:00-16:30(UTC+9) 

第 3回導入講座 
（導入講座最終回） 
使用言語：日・英 

①大学生またはゲストスピーカーによるプレゼン 
【テーマ：多様性・平等・包括性】 
②ディスカッション 

3/29(土) 
13:00-16:00(UTC+9) 

本講座キックオフ 
（第 1 回本講座） 
使用言語：日・英 

①本講座の説明・アイスブレイク 
②浅利美鈴教授（総合地球環境学研究所）の基調講演 
③ディスカッション 

4/13(日) 第 2回本講座 ①大学生またはゲストスピーカーによるプレゼン 

https://eco.kyoto-u.ac.jp/sdgs/kyoto-times/4516/
https://forms.gle/UXdo5ACoiVendGft7
https://kyoto-youthsummit.com/entry/


3 
 

15:00-18:00(UTC+9) 使用言語：英語 【テーマ：資源循環・炭素中立】 
②ディスカッション 
＊「けいはんな万博開会式」への現地参加も募集予定 

4/23(水) 
＊万博会場内で開催 

＊希望者のみ 

2025大阪・関西万博 
KYOTO Meeting 

万博会場内におけるステージイベント「KYOTO 
Meeting」のトークセッションへの登壇（選考あり） 
＊詳細は後述 

5/4(日) 同上 京都ブース（仮） 
関西広域連合パビリオン併設ステージでのイベントへ
の登壇（選考あり）＊詳細は後述 

5/10(土) 
15:00-18:00(UTC+9) 

第 3回本講座 
使用言語：英語 

①大学生またはゲストスピーカーによるプレゼン 
【テーマ：生物多様性】 
②ディスカッション 

5/25(日) 
14:00-17:00(UTC+9) 

第 4回本講座 
使用言語：英語 

①大学生またはゲストスピーカーによるプレゼン 
【テーマ：ウェルビーイング】 
②ディスカッション 

6/14(土) 
13:00-16:00(UTC+9) 

第 5回本講座 
使用言語：英語 

グループワークの経過報告 

7/5(土) 
14:00-17:00(UTC+9) 

第 6回本講座 
使用言語：英語 

グループワークの経過報告 

7/27(日) 
15:00-18:00(UTC+9) 

第 7回本講座 
使用言語：英語 

グループワークの経過報告 

8/4(月)-6(水) 
＊けいはんな学研都市

で実地開催 

けいはんなサミット 
使用言語：日・英 

グループ発表（中間発表） 
実地研修プログラム 
＊詳細は後述 

8/4(月)-17(日) 
＊万博会場内で開催 

＊希望者のみ 

2025大阪・関西万博 
EXPO 京都超 SDGs

みらいラボ 

関西パビリオン内ブース「EXPO 京都超 SDGs みらい
ラボ」のスタッフ募集 
＊詳細は後述 

8 月-9月 グループワーク 適宜経過報告を予定 
10/11(土)（予定） 
＊ハイブリット開催 

最終発表会 
使用言語：英語 

グループ発表 
＊「けいはんな万博閉会式」と連携予定 

＊1 特別な記載がないものは、Zoom を用いたオンライン開催を行う予定です。 
＊2 本講座では 5 月末頃に、参加者の興味関心に合わせたグループ編成を行います。6 月から 10 月には、編

成したグループごとに個別でミーティングや活動日を設定し、グループワークを進めていただきます。 
 
【けいはんなサミット】 
日時：2025 年 8月 4 日（月）～6日（水） 2泊 3日 
場所：けいはんなプラザホテル（https://hotel.keihanna-plaza.co.jp/）及びけいはんな学研都市の各所 
内容：本講座でのグループワークの中間発表を行うとともに、グループの垣根を超えて対話し、ブラッシュア

ップします。また、大阪・関西万博と並行してけいはんな学研都市で開催される「けいはんな万博」と
連携して、様々な実地研修プログラムに参加し、多様な観点から地球環境問題について考えます。 

＊1 開催内容詳細の通知、および、現地／オンラインの参加意向確認等は 2025年 7 月頃に伺います。 
＊2 現地参加の場合、原則、集合場所（京都駅や新祝園駅など）までの旅費を負担いただきます。参加費は無

料です。なお、主に海外在住者向けの奨学金制度も検討しています。詳細は追ってお知らせします。 

https://hotel.keihanna-plaza.co.jp/
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＊3 本講座参加者は原則参加をお願いいたします。また、けいはんなサミットのみの参加はできません。 
＊4 けいはんな万博についてはこちらから：https://keihannaexpo.org/ 

 
【2025 大阪・関西万博 関連イベント】 
① EXPO ホールステージイベント「KYOTO Meeting」 
日時：2025 年 4月 23日（水）  場所：万博会場内 EXPO ホール 
内容：万博会場内の EXPO ホール（1,900 人収容）にて開催するステージイベント「KYOTO Meeting」での

パフォーマーや司会者、トークセッションの企画・登壇、ファッションショーの企画・制作・演出・モ
デル、照明・衣装・映像スタッフ等。自分の興味のある分野や得意なことを活かし、専門家の指導を受
けながら、一緒にステージを創り上げます。 

② 関西パビリオン「MEET UP KYOTO きょうと大集合」ステージイベント 
5 月 4 日（日）午前中に、関西パビリオン京都ブース多目的エリアにて、「ユース世代と企業のコラボによ

る超 SDGs 宣言」と題したステージイベントに登壇するメンバーを募集します。 
③ 関西パビリオン「EXPO 京都超 SDGsみらいラボ」スタッフ募集 

8 月 4 日～8 月 17 日に、関西パビリオン内ブース「EXPO 京都超 SDGs みらいラボ」にて、環境・SDGs
展示等について説明し、対話するスタッフを募集します。メンター（研究者や専門家ら）と一緒に、展示ガイ
ドやワークショップを、一緒に企画・作成して臨みます。 

＊ ①～③の参加希望者は、導入講座・本講座の参加申し込みフォーム（https://kyoto-youthsummit.com/entry/）
の記入時に、備考欄に参加を希望する日時とプログラム名を追記ください。受け付けは先着順となります。 

 
参加にあたっての留意事項 
① 使用言語は原則英語ですが、対話の内容を重視し、参加意欲・熱意や思考に重きを置きます。 

なお、メンターによる通訳補助や、日本語話者のみのグループ編成も実施します。 
② 年間を通してグループワークを行うため、可能な限り予定を確保した上でお申し込みください。 

なお、大学受験等で一部期間の参加が難しい場合は、個別のケースとして配慮します。 
③ 未成年者はあらかじめ保護者の同意を得た上で応募してください。後日、保護者同意書の提出が必要です。 
④ 参加費は無料ですが、実地参加に係る交通費や Zoom の通信費等は参加者負担です。 
 
個人情報の取り扱いについて 応募の際に提出いただいた個人情報は、本プログラムの運営目的以外には使用し
ません。取得した個人情報は管理責任者を定め、紛失や漏洩などが発生しないよう安全対策を実施いたします。 
 
実施主体 
主催：地球環境ユースサミット 2025 実行委員会（事務局：総合地球環境学研究所） 
共催：京都超 SDGs コンソーシアム ほか 
 
ウェブサイト・問い合わせ先 
地球環境ユースサミットウェブサイト：https://kyoto-youthsummit.com/ 
ウェブサイト問い合わせフォーム：https://kyoto-youthsummit.com/contact/ 
総合地球環境学研究所・教授 浅利美鈴 〒603-8047 京都府京都市北区上賀茂本山４５７−４ 
メール：misuzu@chikyu.ac.jp、info@kyoto-youthsummit.com TEL：075-707-2203 

                    

「未来を変える活動に挑戦したいと思う皆さんの応募をスタッフ一同、お待ちしています。」 

https://keihannaexpo.org/
https://kyoto-youthsummit.com/entry/
https://kyoto-youthsummit.com/
https://kyoto-youthsummit.com/contact/
mailto:misuzu@chikyu.ac.jp
mailto:info@kyoto-youthsummit.com

